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【序】 強度フェムト秒レーザーによるイオン化ではナノ秒レーザーによるイオン

化と比べて親イオンが生成する場合があることが見いだされている[1]。しかしなが
ら、800 nm パルスでは 離したイオンが観測される場合も多い。この違いは様々に

議論されてきたが、生じた親イオンがレーザー光と共鳴する場合にはイオンの 離

が多く生じることを我々は明らかにしている[2, 3]。比 的 波 の 外 強度フ

ェムト秒レーザーパルスを照射した場合には、多価の親イオン生成が明瞭に観察で

きる場合が多い[4, 5]、そこで種々の分子
のイオン化を み、多価イオン生成と分

子の構造や諸物性との相関を議論する。

【実験】イオン化にはチタンサファイア

レーザー（800nm, < 30 fs, > 15 mJ, 100 Hz,
RMS stability < 2 %）とそれにより励 さ

れる光パラメトリック発振 増幅器

（TOPAS）を用いた。イオンの分析には
反射型飛行時間 量分析 （TOYAMA）
を用いた。背景圧力は 10-7 Pa、サンプル
は加熱気化して導入し、圧力は空間 荷

効果を避けるため 10-5 Pa台として実験を
行った。

【結果】2, 3-benzofluorene では分 を伴

うが 800nmパルスでは 3価まで、1400 nm
パルスでは 4 価まで明瞭に観察される。
一方、1, 1’-binaphthyl では同様に分 を

伴うが、両波 において 3 価までであっ
た（Fig. a, 1400 nmイオン化の結果）。そ
れぞれの親イオンの吸収スペクトルをナ

フタレンの親イオンの吸収スペクトルと

比 すると、 波 側に 荷移動吸収に

因する吸収帯が存在していることが分

かる（Fig. b）。また、トリフェニレンで
も同様に 荷移動吸収帯が存在し（Fig.



d）、1400 nm パルスでは 4 価まで明瞭
に観測される（Fig. c, 1400 nmイオン化
の結果）ものの、フラグメントイオン

の生成も多い。Fig. eにはそれぞれの価
数のトリフェニレン親イオンのレーザ

ー強度依存性を示した。

　アントラセンのように 1400 nm にお
いてカチオンラジカルの吸収がない場

合においては親イオンの比率は大きく、

分 も少ない。親イオンの分 の原因

は今回、1400 nm イオン化の場合にお
いても、親イオンとレーザーの共鳴が

原因で生じている可能性が示された。

他の分子、およびイオン化波 による

相違を検討した。
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